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1.2

平田光司

これまでの活動の概要

「新分野の開拓」は 1997年度から始まり、すでに3年目も終わりに近づいている。本論文

集はその中間帳告として企画されたものである。この機会にこれまでの活動について、私の視点か

ら簡単にまとめておきたい。

1.2.1 グループ研究の前段階

本グループ研究は、統拓牙大共同研究「秩序はいかにして創られるか一複雑性の科学」および「非

線形現象の数理科学」を母体としている。

核融合科学専攻の佐藤哲也氏を代表者とする「秩序はいかにして創られるか一複ネ倒生の科学」
四 5~ 96年度)は、それに先行する共同研究「複合複雑系の科学ーアドバンスト・コンピュー
ティング法とその表現法の構築」(92 ~94年度)とともに、大規模シミュレーシヨンに現れる

複雑な現象の解析・解釈を軸に、要素還元的世界観を越える「複合複雑系的」世界観を模索するも
ので、哲学、経済学などの研究者まで集めた分野横断的なものであった。

「ヲ隊泉形現象の数理科学」(94 ~96年度)は当時加速器科学専攻にいた平田が代表として
湯川哲之氏と協力しつつ進めたもので、理論(物理学)的な手法で複雑な現象を理觧しようという
「要素還元論的反動」の雰囲気を強く持つものであった。

どちらの共同研究も分野横断的な研究を開拓する意図を持った先.駆的、総合的なものであった

と思う。参加者も多くの分野に拡がり活発な研究活動をすることができたが、その成果を集約し、
新しい学問に育てるためには、より大きく組織的な枠組みで、将来の専攻/研究機関設立までを視野

に入れた活動に移行する必要が認識されるようになり、グループ研究の構想へと発展したものであ
る。実際、私の実感としても、新しいメンバーを加えてテーマは広がるものの、研究会が徐々にサ
ロン的になって行った。それはそれとして面白いとは言え、テーマが深まらないことにいらだちも
あった。
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1.2.2

グループ研究の準備として、まず、名前を決める必要があった。どうでも良いことのようだが、研
究の内容を規定してしまう面もあり、名前の決定には時間がかかった。最初は「総合理論科学」と

いうのを想定し、その名前で参加者募集のビラ1も配ったものの、どうもやりたいことと名前がー
致.しない感じがして、あれこれ老えた結果、申請書を提出する問際になって陪斤分野の開拓」に決

まった。「総合理論科学」ではちょっと意味不明であり、「理論」にとらわれるのも違和感があっ
た。私の考えでは、たとえぱ理論物理学の研究というのは無いのであって、物理を理論的に研究す
るのが本来の意味だと思う。つまり「理論」は研究方法であって、名称で研究方法を規定してしま

うのは面白くなかった。現在、生命の起原研究のために実験を計画しているが,名称を「総合理論
科学」にしなくて良かったと今になってつくづく思っている。

上記砕念合理論科学」のビラには、しかし、現在のグループ研究の構想、がほとんどそのまま表

れている。つまり、比較的独立に研究を進める小グループ、それらの相互作用を高める一般研究

会、全体の舵取りをする運営委員会、という3つの柱はそのとき構想、されたものである。構想、の時

グループ研究の準備段階

1共同研究「ヲ聨泉形現象の数理科学」ノ湘南レクチャー「ヲ"泉形現象の数理」
月)所収。
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